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華岡青洲とその医術

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代

江戸時代華岡青洲とその医術

華
はな

岡
おか

青
せい

洲
しゅう

（1760〜1835）は世界で初めて全身

麻
ま

酔
すい

の方法を完成した医
い

者
しゃ

で，数々の大手術を

成功させました。青洲が乳
にゅう

癌
がん

の手術に成功した

1804（文化元）年以後，彼の名
めい

声
せい

は全国に広ま

り，彼が開いた春
しゅん

林
りん

軒
けん

塾
じゃく

という病院を兼
か

ねた医

学校では，1882（明治15）年までに延
の

べ2,000

人もの人たちが華岡流医
い

術
じゅつ

を学びました。

和歌山が生んだ偉
い

大
だい

な医学者青洲のことは，

作家有
あり

吉
よし

佐
さ

和
わ

子
こ

が『華岡青洲の妻
つま

』という小説

に書いています。

春林軒塾は紀の川市名手にありましたが，

1923（大正12）年に建物は取りこわされ，跡
あと

地は畑になっていました。近年，その跡地を発掘調査したところ，青洲の医術に対する考えや情熱を示
しめ

す

事実がいろいろと発見されました。

建物の配置
塾の 敷

しき

地はおよそ2,600㎡もあり，敷地内には治
ち

療
りょう

や授業に使われた「主
おも

屋
や

」のほか，病室，薬を作る

建物，倉
そう

庫
こ

などが建てられていました。江戸時代の医者の家は，一般の家と変わりませんでしたが，この

塾は役割のはっきりしたいくつもの建物が集まって成り立っており，まるで今の病院のような姿でした。

このため，能
のう

率
りつ

のよい治療ができたと思われます。

衛生施設・排水設備
塾の建物には 溝

みぞ

が必ずつけられており，雨
あま

水
みず

や台所など

で使った水は地下の溝
みぞ

に集まって敷地の外に流れていくよ

うになっています。江戸時代ではあまり見られないすぐれ

た設備です。湿
しっ

気
き

が多いと，ばい菌
きん

が増えやすく衛
えい

生
せい

的で

はないので，ととのった排
はい

水
すい

施
し

設
せつ

はいかにも病院らしい工

夫といえます。

浄化槽
塾には 浄

じょう

化
か

槽
そう

が設けられていました。直径1.5ｍの桶
おけ

を底の高さを違えて二つ並べたもので，風
ふ

呂
ろ

の排水

＊１　汚れた水をきれいにするおけのこと。

第3章　紀州徳川家の時代

華岡青洲画像（部分）（和歌山県立博物館蔵）

春林軒塾の発掘現場
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や馬を洗った水の汚れが沈
ちん

殿
でん

していき，上
うわ

澄
ず

み

のきれいな水だけが敷地の外へ出ます。

以前は，生活の汚れた水を流すのが当たり前

だったことに比べ，周りの田や畑にめいわくを

与えないよう進んだ施設をつくった青洲は，す

ばらしい考え方をもっていたといえます。

トイレ
塾には「くみ取り式トイレ」がなかったよう

です。しかし，トイレがないわけにはいかない

ので，塾では「引き出し式」という「オマル」

のようなトイレが使われていたものと考えられ

ます。

塾にはいろいろな病原菌をもった患
かん

者
じゃ

が集ま

るので，患者の排
はい

泄
せつ

物
ぶつ

から別の人に病気がうつ

る可能性があります。そのため，トイレをオマ

ル式にして，すぐに別の場所へ運んで処
しょ

分
ぶん

した

と考えられます。

このようにみてくると，青洲の医学について

の考えはたいへん合
ごう

理
り

的で進んでいたといえます。そして，地下

排水溝や浄化槽のように，目に見えないところに相当のお金をか

けて自分の考えを実現していることに，青洲の本当の偉
い

大
だい

さがみ

られます。

最初の手術の舞台
もう１つ，発掘調査でわかった興味深いことがあります。出土

した陶
とう

磁
じ

器
き

などから，塾は19世紀の初めに大きくつくり替えられ

ていたことがわかりました。青洲が最

初に乳癌の手術に成功した部屋は，つ

くり替える前の塾で行われたようで

す。最初の塾は敷地が約600㎡で，後

の塾に比べ小さいわけですが，それで

も一般の民家の敷地に比べるとたいへ

ん大きく，瓦
かわら

屋根の建物であったこと

もわかりました。

「春林軒」は，1998（平成10）年３

月に復元され，公開されています。

春林軒塾跡平面図
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